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● 期待期待期待期待されたされたされたされた３５３５３５３５回調査回調査回調査回調査    

    今年七月に実施された大阪同友会の第３５回景況調査（2002 年四～七月期）の結果が

まとまりました（発送数６９２、有効回答数１７２、回収率２４・９％、回答企業平均

従業員数３２・３人、平均資本金額２８４６万円）。七月一日に日銀が企業短期経済観

測調査（短観）を発表し、企業の景況感が大幅に改善としたことが話題を呼びました。

最近の政府の経済観測も、おおむね改善の方向に向かっている点が強調されています。

前回の同友会景況調査でも最近低下する一方だった数値の動きに変化が見られたこと

から、「景気の見方、やや上向きか」というコメントをつけました。そうした時期だっ

たので、３５回調査はどのような結果になっているのかいつも以上に関心を持って見せ

ていただきました。    

    

●実績実績実績実績やややややややや上向上向上向上向きききき、、、、期待期待期待期待はははは今今今今いちいちいちいち    

    調査の結果を端的に表現しますと、実績ではやや上向いたものの、今後の行方につい

ては依然厳しい見方をしている、といえます。具体的に数字を見てみましょう。前期（一

～三月期）と比較すると、実績は前期よりは大きく改善されています。ＤＩ値は、売上

が▲２６・５→▲９・９、利益▲２７・５→▲１７・５、受注▲２８・０→▲１２・２

となっています。前年同期との比較でも、同じように数値の改善が見られます。また、

採算状況でも 2001 年四～六月期以来久しぶりに、ＤＩ値がプラスに転じました。確か

に、実績では前期よりも今期の方が改善が進んでいるといえます。しかし、一方で今後

の見とおしについては、前期とほぼ同じで、改善は認められませんでした。次期の予測

ＤＩ値（今回は七～九月期、前回は四～六月期）は売上が▲１７・５→▲１６・９、利

益が▲２１・０→▲２１・５(いずれも対前年同期)となっており、ほとんど変化があり

ません。また、景気については｢最悪不況続く｣は２７・９％で前回（２３・５％）を上

回り、業界の今後は｢底入れ｣が３７・８％（前回３４・０％）、景気回復の兆しが一部

に出ているも２２・０％（前回１９・８％）など、大きな差はありません。前回の数値

が改善を見せていたので、今回もその傾向が持続しているかどうか、が一つの焦点でし

た。結論を言えば、悪化はしていないが、今後への期待については、まだ様子を見てい

るといったところのようです。この点は中同協でも同じ見方をしており、最近のＤＯＲ

（第 57 号）では「中小企業景気は実質『横ばい』」と評価しています。七月に入って

からの株価やアメリカ経済の動向を考えると、状況はまだまだ楽観視することはできな

いと考えられます。    

    

●業種による違い    

    前回一～三月期は、採算状況でＤＩ値がプラスだったのは、サービスと印刷だけでし

たが、今回は、サービス（１５・４）、製造（１７・９）がプラス、印刷、ＯＡが同数、



流通・商業も▲３３・４が▲１１・１へと改善しています。そのなかで、建設・不動産

が▲１８・５へと悪化しています。一方、前年同期比の売上結果は、いずれの業種でも

減少が多いものの、ＤＩ値は製造、建設・不動産、流通・商業では改善が見られていま

す。しかし、サービスは前回プラスだったのが、マイナスに転じ、物流・運輸は▲６１・

１と最も悪い数字を示しています。業界の今後の動向についても、ＯＡ関連で悪化が８

３・３％、物流・運輸で７２・２％と特に高く、流通・商業、建設・不動産、製造でも、

悪化が半数前後を占めています。特定の業種が景気をリードしていくという姿を見るこ

とは、まだできません。 

    

●慎重慎重慎重慎重なななな設備投資設備投資設備投資設備投資    

    企業の採算状況は好転しているところが増えてきているものの、今後の景気について

は慎重な見方をしている企業が多いことから、設備投資に対しても消極的な姿が見られ

ます。「近々実施」は前回とほとんど変わらず１４・０％に過ぎません。「検討中」「将

来的に計画」を含めて４５・４％（前回５７・０％より減少）、一方、「リスクが多く

困難」「資金的に困難」「現在が過剰」を合わせて３５・６％（前回３５・５％）とな

っています。業種では、製造業が「近々実施」が２０・９％となっており、一部好調な

企業が出始めている感があります。 

    

●中小企業中小企業中小企業中小企業はどういったはどういったはどういったはどういった対応対応対応対応をををを    

    売上・利益を伸ばしている企業の特徴を見ると、外向きには、①提案型企業、差別化

戦略、②積極的な新規取引先開拓、内向きにはやはり管理の強化、が目立っています。

「よりよい商品と迅速なサービスの充実化。お客様に対する心のこもった対応。それと

他社にない商品をそろえる。」（自動車関連）といった回答が典型的です。今後の経営

上の対応については、積極的な方向性を指摘している企業が増えていることが特徴的で

した。「技術力、新製品、サービス開発については龍谷大学との産学連携を進めて実現

していきます。社員教育を充実し、個々のスキルレベルアップを図ります。」（機械工

具・部品）「拠点を中国等に移している企業から早々に離れて、国内に生産の重点を置

く企業に力を入れている。尚、海外で生産しにくい商品に方向を変えている。」（包装

資材）「全売上げの三分の一を自社商品にする為開発に注力する」（プラスチック）「今

まで電子業界及び電気関係への依存度が高かったが、今後は環境分野への支出をもっと

積極的に行う。…」（製缶・板金） 経済環境の厳しさは、まだ残っていますが、そこ

からいち早く脱し、日本経済を引っ張っていけるような中小企業のたくましさが、こう

した積極的な対応から生まれていくことを期待しています。  



    

    

    



    

    


